
大平興産大塚山処分場の改善勧告に係わる改善計画（案）

追加訂正資料

既提出資料「大平興産大塚山処分場既存観測井No.2の改善勧告に関わる改善計画」（以下「改

善計画」とする）では対象としなかった第２大塚山泥層の下位層準にあたるＫｄ３８層束の層

準までの高濃度塩類分布の研究が、現場簡易分析の手法で行われた。その研究結果では、前述

のＫｄ３８層束の層準でも高濃度塩類の存在が明らかになった（図－１）。

そこで、「改善計画」で対象としていた第２大塚山泥層下部までの層準に加え、前述のＫｄ

３８層束の層準に関わる調査・対策をも追加した「改善計画（案）」とした。

既提出資料「改善計画」は以下の６点からなるが、それぞれに対する追加訂正内容は以下の

とおりである。

本計画は以下の６点からなる

① 第二処分場最下流域における地下水位・地下水質観測井群の設置

第二処分場の最下流域において１２箇所の各観測地点に設置する３本の観測井に加え、Ｋｄ

３８層束の透水層単元にも観測井を設置する。つまり、各観測地点は４本の観測井からなる。

掘削径φ８６ｍｍのオールコア・ボーリングの掘り止め深度は、Ｋｄ３８層束下位の層準を確

認するまでとする。図－２・図－４・図－６を参照。

② 漏洩防止応急対策試験用井戸群の設置

試験用井戸群の井戸構造は、地表面からＫｄ３８層束の基底まで裸孔とする。図－３・図－

４・図－５・図－６・図－７・図－８を参照。

③ 漏洩防止応急対策井戸群の設置（恒久対策にも使用）

各井戸の掘り止め深度は、Ｋｄ３８層束の基底とし、すべて裸孔とする。漏洩防止効果は、

漏洩防止応急対策井戸群配列の下流側にある観測地点ＯＷ－№３、ＯＷ－№５、ＯＷ－№６、

ＯＷ－№１２で確認する。図－２・図－９・図－１０・図－１１を参照。

④ 地下水流動系および対象物質（ここではCl－とする）の挙動および作業上の力学的

安定性の把握とそれらに関わるシミュレーションの実施（図－１２）

⑤ 恒久漏洩防止対策のための漏洩している地層の充填用材質および手法の検討（図－

１２）

⑥ 恒久対策（図－１２）


















